
 

35 

 

4  現本庁舎・南別館の耐震診断結果 
新庁舎建設期間中に使用する現本庁舎および新本庁舎と連携して使用する南

別館の耐震診断結果は以下のとおりである。  

1)  現本庁舎の耐震診断 

( 1 )  平成 17 年 8 月 10 日～平成 18 年 3 月 15 日実施分 

耐震診断により、耐震性の不足が指摘されている。  
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はＩＳ値 0.6 以下を示す 
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震度 6 強から 7 程度の大地震への耐震性の確保が必要であるため、市民や職

員の安全を確保する観点からＩＳ値 0.6 以上を目標とした耐震補強工事が必要

である。 

  



 

39 

 

( 2 )  平成 30 年度に実施分 

平成 3 0 年度に実施された耐震診断により、以下の診断結果が示された。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はＩＳ値（採用値）0 .6 以下を示す 

X 方向 
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